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 近年，インターネットや情報技術の普及に伴い，ユーザインタフェース・ヒューマンコン
ピュータインタラクション(UI,HCI)の重要性が高まっている．現在，我々は様々な UI,HCI
に囲まれて生活しており，その使いやすさは生活の利便性だけでなく，我々の創造的活動，
知的活動までにも影響を及ぼす．しかし，UI,HCI 設計は，デザイナ各人のセンスや直感に
より行われているのが現状であり，理論的・定量的分析による設計は行われていない．また，
デザイナの感性を支援するシステムは存在するが，UI の理論的な使いやすさの提案・支援に
関しては十分ではない． 
 そこで本研究では，「定量」と「感性」という相反する２つの支援機能が必要だと考え，ユーザ
データの定量的分析とデザイナの感性を阻害しないデザイン支援を統合的に行う WEB/GUI 設計
環境を提案した． 
 
 まず，関連研究として，製品化された WEB/GUI 開発ツール，WEB/GUI の定量的分析を行う
研究と，デザイナの感性を阻害しない WEB/GUI の研究について分析を行い，問題点をまとめた．
さらに，先行研究を分析し，問題点を明らかにした上で，ユーザ要望文の定量的分析と感性的デ
ザイン支援を統合した WEB/GUI 設計環境を設計し提案した． 
 本システムでは，WEB/GUI の定量的分析支援として，ユーザ要望文に対して ID3（学習アル
ゴリズム）の処理を行うことによって，目的のページ/機能への最適なデータ構造を定量的に提示
した．さらに，感性的デザイン支援として，デザイン段階に応じて複数レベルでのオブジェクト
表示方法を提案した．この，定量的分析支援と感性的デザイン支援の間を行き来しながら
WEB/GUI 開発を行えるようにすることにより，WEB/GUI 設計において重要である「使いやす
さ」と「見栄えの良さ」の両方を支援することができるようにした． 
 
 最後に，提案したシステムのプロトタイプを実装し，評価実験としてシナリオ実験を行った．
その結果，本システムは安定して動作することを確認し，本研究で提案した定量的分析支援と感
性デザイン支援のコンセプトに対しても良い反応を得られた． 
 
